
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下の例は、A小学校（第４学年）における教科等横断的な視点で構成した「合科的・関連的な指導」の単元デ

ザインです。このような指導を行うことによって、学校として育成を目指す資質・能力の定着につながりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月から、学校教育指導訪問（計画訪問①）を実施しています。各学校におかれましては、お忙しい中、全学級公開

や協議の時間を設けていただき、ありがとうございます。訪問させていただいた学校で、「教科等横断的な指導の具体

を知りたい」との要望がありましたので、情報提供させていただきます。 

 

    各教科等の特質を生かした教科等横断的な視点からの教育課程の改善等に係り、教育局の指導主事

の派遣を希望する場合は、サポートプランを要請するなど各市町村教育委員会を通じて下記までお問

い合わせください。 （担当：主任指導主事 齋 0154-43-9283） 

。 

※各教科書会社のＨＰ（年間計画）に、各教科等の関連について例が示されていますので、参考にしてみてください。 

理科で実験したことが基になって、児童は「プロペラカーを速
く走らせるための説明文」を書くことができます。 

【学校として育成を目指す資質・能力の具体】 

予想や仮説を基に、「対象の特徴」、「変化」、「要因」、「規則性」、「原因と結果」に着目しながら、筋道立てて表現する力 
 

時 ○主な学習活動  ◆教師の手立て・関わり 評価 

１ 

○４年生の理科で「筋道立てて行う」観察や実験の進め方を知り、

「観察や実験で明らかになったことについて説明文に書いて交

流する」という単元の見通しをつかむ。 

○「花を見つける手がかり」（以下教材）を読んで、「筋道立てて解

決する」ことの大まかな内容をつかむ。 

主 

２ 

○「教材」を読んで、「筋道立てる」ということについて自分の考

えをもつ。 

◆「筋道立てる」という意味について問い、それぞれの考えを交流

できるように働きかける。 

思･判･表 

３ 

 

４ 

○「教材」を読んで、各形式段落の内容の中心をつかみながら小見出し

をつける。 

◆観察・実験で用いる理科の用語で小見出しをつけるよう促す。 

 

知･技 

 

思･判･表 

５ 

 

６ 

○「教材」を読んで、「筋道立てる」ことと、段落構成のつながりにつ

いて考える。 

 ※「筋道立てる」→ある問題に対して予想を立て、順を追って原

因を追究していくこと。 

◆板書を基に，文章構成のどこに「順を追う」があるのかを問う。 

◆板書を基に，文章構成のどこに、「原因を追究する」があるのか

を問う。 
知･技 

 

思･判･表 

７ 
○理科で観察・実験して明らかになったことを基に、筋道立てて説

明文を書く。 

知･技 

思･判･表 

８ ○書いた説明文を読み合って、感想を伝え合う。 主 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 ○主な学習活動  ◆教師の手立て・関わり 評価 

１ 

○プロペラカーを作り、走らせる。 

◆教師が作成した直列つなぎの回路のプロペラカーを提示する。 

※回路の仕組みは隠しておく。 

◆前向きに走るプロペラカーと、後ろ向きに走るプロペラカーがあ

ることに気付かせる。 

○走らせた感想を交流し、教師が作成したプロペラカーが児童のも

のより速い原因について予想を立てる。 

◆児童の考えが、「乾電池の向き」、「つなぎ方」、「乾電池の数」な

ど、科学的な根拠につながる予想になるように問い返しながら働

きかける。 

主 

２ 

３ 

○前向きに走るプロペラカーと後ろ向きに走るプロペラカーがあ

る原因について予想を立てる。 

○乾電池の向きを変えて、回路に流れる電流の向きを調べる。 

○実験結果を分析し、プロペラカーの速さのひみつについて交流する。 

知･技 

思･判･表 

４

５ 

○乾電池１個と乾電池２個で走らせた場合の速さについて予想を

立てる。 

○乾電池１個と乾電池２個でプロペラカーを走らせて速さを調べる。 

○実験結果を分析し、プロペラカーの速さのひみつについて交流する。 

知･技 

思･判･表 

６ 

７ 

○直列つなぎで走らせた時と、並列つなぎで走らせた時の速さにつ

いて予想を立てる。 

○直列つなぎと並列つなぎでプロペラカーを走らせて速さを調べる。 

○実験結果を分析し、プロペラカーの速さのひみつについて交流する。 

知･技 

思･判･表 

８ ○単元の学習を振り返る。 主 

 
○電流のはたらきを利用した道具を考えて計画を書く。 

（※計画書の作成を家庭学習の課題として提示） 
知･技 
思･判･表 

9 ○電流のはたらきを利用した道具を作る。 
知･技 
思･判･表 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科で書く説明文が、実は理科で行う実験とつながっている
ことを伝えることによって、児童の学習意欲が高まります。 

国語科の学習で、「筋道立てて解決する」という問題解決のプ
ロセスを児童が理解した上で実験をスタートさせることがで
きます。 

ASIRU 
釧路教育局教育支援課便り 

令和５年５月 26日発行 第５号 

－アシル－ 

各学校においては、児童生徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能

力等の学習の基盤となる資質・能力等を育成することが求められています。そのため、各教科等の特

質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の改善を図ることなどが大切です。 

学習指導要領には、教科等横断的な学習を推進していくための具体的な工夫として、「合科的・関連

的な指導」が例に挙げられています。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1591668717/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3Q4LmNvbS9jb250ZW50cy8yNDMy/RS=%5eADBzJWk1NHqDKEsotrxQBzgquW9Ao8-;_ylt=A2RCAwdsnt1enFMAeAWU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1593307560/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3Q4LmNvbS9jb250ZW50cy8yNDM0/RS=%5eADBzV6r9wTiOmvDFP4V5qL65hUTun4-;_ylt=A2RCL6cooPZeFCAAKAOU3uV7


＜参考資料：令和５年度 教育課程改善の手引（北海道教育庁学校教育局義務教育課）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


